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0 第 5縄問研究発表会要旨

1.半固形発酵怯によるサトウキピ楠頭部からのバイオガス生産

琉球大学農学部 0石原昌信・当山清善

【目的】 従来、有機系廃棄物を原料としたバイオガス生産即ち、メタン発酵は有機物量に対して多

量の水分を含む液状で行われていJるカに発酵廃識が多量tt排出'l.，、その処理のため大型装置と消費エ

ネルギーを伴なう好気性処理を必要とする黙がある。従って、農産固形膿物の有鱗IJ用化を目.

としたメタン発酵では、特に発酵廃液の二次処理を要しない固形又は半聞形夕、タシ発酵の技術確立が

要請されている。そこで本研究では、小型容器を用いてサトウキピ柑頭部を無処理のまま半固形条件

下で嫌気発酵を行ないーメタンガス生成条件及びガス発生過程における各成分の変化について調べた

ので報告する。

【方法】 サトウキピ楠頭部は、乾爆後 40メヲシュに紛砕して用いた。種スラッジは、粉砕楠頭部

を加えて 60日間断l養して実験に供した。発酵は、サト号車!キ、ピ柑頭部とスラッジを混合し、 pH7.5、

37 'tで 200mi容注射筒を用いて行なった。発酵で発生したガスの組成及び発酵液中の有機酸はカ.

スクロマトグラフィーを用いて定置した。

【結果】 サトウキピ棺頭部を基質とした嫌気発酵における水分の影響について調べた結果、含水量

が 84%以上の発酵で良好なガス発生動認められた。水分量が M 以下では、発酵は殆んど進，

しなかった。半由形発酵{合水量 84'%)における最適発酵温度は 37't付近であり、 pH7 --9の

範囲で高いガス発生量を示した。発酵における各種成分の変化について調べた結果、発酵初期には酢

酸及びプロピオン酸等の有機酸の生成・蓄積がみら才L、発酵液の pHが低下した。有機酸は発酵の進

行に伴ない減少し、有機酸の減少とともに pHは上昇に転じ、ガス発生量が増大した。全ガス発生量

は、発酵 30日間で 410m R.に達し、発生ガス中のメタン含量は 51%であった。
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